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2020年6月2日 

～新型コロナウィルス感染症による企業メセナ活動への 

影響に関するアンケート調査結果～ 

コロナ禍でのメセナの影響と支援の必要性を確認 
 

公益社団法人企業メセナ協議会 

株式会社ニッセイ基礎研究所 

 
公益社団法人企業メセナ協議会と株式会社ニッセイ基礎研究所（協議会準会員）が共同で、協議会会員企業・団

体を対象に実施した「新型コロナウィルス感染症による企業メセナ活動への影響に関するアンケート調査」の結果がま

とまりました。主なポイントは次のとおりです。 

 
【調査結果の主なポイント】 

 

【調査概要】 

・調査目的 新型コロナウィルスの感染拡大が、企業のメセナ活動に及ぼしている影響の実態

や今後の展望などを把握し、会員企業と共有し、社会において重要な役割を果た

してきている企業メセナの状況を発信するために実施する。 

・調査対象 企業メセナ協議会 正会員：119社・団体 

・調査期間 2020年５月11日～５月20日 

・調査方法 Eメールでの通知、ウェブアンケートによる回答 

・有効回答数 84件（有効回答率70.6%） 

・調査内容 1. 新型コロナウィルス感染症拡大によるメセナ活動への影響 

2. 感染症拡大のための２月から４月までの延期・中止活動の有無 

3. 感染症拡大のための５月以降の延期・中止の予定 

4. 新型コロナウィルスが収束した後の対応 

5. 芸術団体等の支援予定団体等からの連絡および相談 

6. 文化事業が中止・延期になった場合の対応 

7. コロナ禍での芸術文化活動への支援の必要性 

8. 今後のメセナ活動にどのような影響を与えるか 

9. 従来のメセナ活動とは別のコロナ禍に伴う芸術文化への支援 

10. アーティストや芸術団体等への企業メセナとしての支援の必要性 

11. コロナ禍が過ぎた後の文化芸術の社会的な役割や存在価値 

12. 社会貢献における今年度予算への新型コロナウィルスの影響 

13. 協議会に対する要望やメセナ活動に関する困りごと 

14. 回答企業プロフィール（業種、設立年、資本金、従業員数） 

※詳しい調査結果が必要な場合は、下記担当者にお問い合わせください。 

問い合わせ先：企業メセナ協議会広報担当 press@mecenat.or.jp 

1. 新型コロナウィルス感染症拡大によってメセナ活動に影響がある企業・団体は7割 

2. 新型コロナウィルスの収束後は「時期や方法について慎重に検討したうえで再開させたい」が過半 

3. ほぼすべての回答企業がコロナ禍での芸術文化活動への支援を「必要だと思う」と回答 

4. 新型コロナウィルスの感染拡大にかかわらず、メセナ活動を従来どおり継続するもしくは新型コロナ

ウィルスの影響を視野に入れたメセナ活動を検討する企業・団体が多数 

5. コロナ禍が過ぎた後、文化芸術の社会的な役割や存在価値が高まると答えた企業が多数 
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1. 新型コロナウィルス感染症拡大によってメセナ活動に影響がある回答企業が7割 

 

2. 新型コロナウィルスの収束後は「時期や方法について慎重に検討したうえで再開させたい」が過半 

  

大いに影響が

ある
54.8%

やや影響がある
17.9%

あまり影響はない
11.9%

まったく影響はない
1.2%

わからない・どち

らともいえない
14.3%

メセナ活動への影響の有無

なるべく早く当初予定の

施設運営、文化事業を再

開したい。
10.8%

時期や方法について

慎重に検討したうえ

で再開させたい。
53.8%

新型コロナウィルスの

影響が大きく、当面、

再開は見送りたい。
1.5%

検討中でまだ方針は

固まっていない。
27.7%

その他
6.2%

新型コロナウィルスが収束した後の対応

 新型コロナウィルス感染症拡大によっ

て企業のメセナ活動に「大いに影響が

ある」が 54.8%、「やや影響がある」が

17.9%で、影響がある（大いに影響があ

る＋やや影響がある）回答は72.6%とな

っている。 

 新型コロナウィルスの影響を受けた自主企

画・運営の事業について、新型コロナウィ

ルスが収束した後の対応は「時期や方法

について慎重に検討したうえで再開させた

い」が53.8%となっている。 

※調査票では選択肢に「自社で文化施設の運営や自主事業は実

施していない。」が含まれる（回答件数19件）が、ここでは設問の

趣旨を踏まえて集計から除外している。 
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3. ほぼすべての回答企業がコロナ禍での芸術文化活動への支援を「必要だと思う」と回答 

 

4. 新型コロナウィルスの感染拡大にかかわらず、メセナ活動を従来どおり継続するもしくは新型コロナウィルスの影響

を視野に入れたメセナ活動を検討する企業・団体が多数 

 

  

とても必要

だと思う
59.5%

まあ必要だ

と思う
36.9%

あまり必要と

思わない
2.4%

まったく必要

と思わない
1.2%

コロナ禍での芸術文化活動への支援の必要性

一時的な影響はあるが、新型コロナ

ウィルスの感染拡大が収束したら、従

来どおりメセナ活動を継続したい。
41.7%

新型コロナウィルスによ

る本業への影響が大き

く、メセナ活動も縮小を

検討せざるを得ない。
4.8%

新型コロナウィルスが芸術文

化に及ぼした影響を視野に入

れ、より効果的なメセナ活動

のあり方を検討する。
31.0%

わからない。
22.6%

今後のメセナ活動にどのような影響を与えるか

 新型コロナウィルス感染症の拡大で、芸

術文化活動にかかわる個人・組織への金

銭的支援や活動再開に対する支援につい

て「とても必要だと思う」が59.5%、「まあ必要

だと思う」が36.9%で、必要だと思う（とても

必要だと思う＋まあ必要だと思う）回答は

96.4%となっている。 

 新型コロナウィルスの感染拡大や緊急事

態宣言の発令について、「一時的な影響

はあるが、新型コロナウィルスの感染拡大

が収束したら、従来どおりメセナ活動を継

続したい」という回答が41.7%、「新型コロナ

ウィルスが芸術文化に及ぼした影響を視野

に入れ、より効果的なメセナ活動のあり方

を検討する」は31.0%で、大半の回答企業・

団体がメセナ活動に前向きな姿勢を示して

いる。 
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5． コロナ禍が過ぎた後、文化芸術の社会的な役割や存在価値が高まると答えた企業が多数 

 

とてもそう思う
34.5%

まあそう思う
41.7%

あまりそう

思わない
6.0%

わからない
16.7%

不明
1.2%

コロナ禍が過ぎた後の文化芸術の

社会的な役割や存在価値

 コロナ禍が過ぎた後、文化芸術の社会的

な役割や存在価値がこれまで以上に高ま

ると思うかを聞いたところ、「まあそう思う」

が41.7%、「とてもそう思う」が34.5%で、肯定

的な意見（とてもそう思う＋まあそう思う）が

76.2%となっている。 


